PYC News[4](May2015) 「ASDの人にとっての自分への気づき」

ある幼稚園の年長さんのお母さんと話し合ったことがふと思い出されます。来年小学校に入学するにあたり、幼稚園への適応も先生方の配慮を得て予想以上に進歩してはいるけれどマイペースかげんからすると「支援級」で、と決めている。「普通級」へ移るときには「少なくとも自分が人と違うということがわかってから」行ってもらいたい、と話していました。

そうなんです、どんなに知能が高くことばの理解に優れていても、ASDの子供さんは「周囲、ほかの人の気持ちに気づかない」のと同じくらい「自分自身がどんな気持ちか」わからないことが多いのです。ほかの人との関わり合いの中で、まずは人を参照し、人の観点に気づき、自分と同じことを感じることもあり、違うこともある、といった気づきの経験を重ねる、親のガイドあっての過程が必要です。

この経験 co-regulation から対人関係のベースができるとともに、「自分って何？」自意識形成が起こり、自己コントロール self-regulation も可能となります。対人関係だけでなく自分の中の自意識形成がうまくいくには、放っておいても大丈夫な定型発達とはASDの場合は違います。RDIプログラムには親のガイド課題だけでなく子供の定型発達のマイルストーンを含む発達段階ー課題があるので、コンサルタントは並行して子供のひとつずつの発達課題を小さいステップでたどれるようガイドします。

そういうわけで、自閉症など診断がつかないようなグレーゾーンとされるお子さんについてもちょっとした親の関わり方の工夫をコンサルタントが提案し定型発達の対人関係ベースへ近づけていくことも実際あるわけです。

一方どれだけ知能や学力が高くても、この対人関係力と自意識の成長がないことは大きな障害となります。これらASDの中核症状のために社会的に対人関係をうまくやれて仕事を得て自立する、友人、パートナーと関係を築き精神的に豊かな生活を送ることが難しい、と継時研究からも明らかになっています。

ガットステイン博士（RDIプログラム開発者）が最近のASDの自己意識の発達に関する研究をまとめた文章をRDIコミュニティで公開しています。訳している途中ですので、読みたい方はメールでお知らせください。
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